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）内は前回比、男24,008（十15）女26,707(+ 6）計50,715(+21）世帯17,792 (+19)  

ニ
月
ニ
十
ニ
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
（
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
市
民
劇
団
「
権
の
音
」
に
よ
る
 

」
ハ
ル
ニ
レ
と
と
も
に
ー
五
所
川
原
物
語
ー
文
化

編
』
が

上
演
さ
れ
、
舞
台
で
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
モ
ダ

ン
で
ハ
イ
カ
ラ
な
当
時
の
様
子
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

前
回
の
『
不
挑
不
屈
編
 
に
続
い
て
ニ
度
目
の
公
演
と

な
る
今
回
も
、
岩
谷
勇
幸
さ
ん
が
原
作
、
脚
本
を
菊
池
忠

さ
ん
が
手
掛
け
、
市
内
外
か
ら
高
校
生
、
主
婦
な
ど
各
年

代
層
一一
一
十五
名
が
参
加
し
、
毎
夜
の
練
習
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。
 

原
作
者
の
岩
谷
さ
ん
は
「
水
害
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
 

困
難
に
立
ち
向
か
い
岩
木
川
改
修
工
事
に
こ
ぎ
着
け
た
、
 

小
野
忠
造
翁
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
人
々
。
全
国
的
に
も

有
名
な
文
化
人
、政
治
家
、経
済
人
だ
け
で
な
く
市
井
の
人

々
が
縦
横
に
活
躍
し
た
素
晴
ら
し
い
時
代
を
演
じ
た
か
っ

た
。
今
の
五
所
川
原
に
個
性
、
特
色
を
発
揮
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
の
だ
と
伝
え
た
い
。
出
演
者
全
員
が
五
所
川

原
を
好
き
な
ん
で
す
」
と
演
じ
た
思
い
を
語
り
ま
す
。
 

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
出
演
者
全
員
が
当
時
の
五
所
川
原
を

う
た
っ
た
挿
入
歌
「
力
フ
ェ
ー
満
州
」
を
歌
う
姿
に
、
会

場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
ら
も
当
時
の
口
マ
ン
溢
れ
る
五

所
川
原
を
感
じ
、
会
場
が
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
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「改修工事に尽力し、今も
岩木川堤防から見守り続
ける小野忠造翁頒徳之碑」 



ス
ポ

ー
ツ
特
別
 

優
秀

選
手

賞
・
個
人
 

一
一月
二
＋
一
日
、
常
日
頃
の
努
力
を
重

ね
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
市
ス

ポ
ー
ッ
賞
・
文
化
奨
励
賞
の
表
彰
式
が
市

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
後
、
阿
部
教
育
委
員
長
か
ら
「
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
敬
意
を
表

し
た
い
」
と
、
成
田
市
長
か
ら
「
こ
れ
か

ら
も
更
な
る
精
進
を
重
ね
て
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
る
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

五
一
中
女子
卓
球
部
の
岩
川
祥
子
さ
ん
が
 

「受
賞
を
契
機
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
 す

」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

ス
ポ

ー
ッ
部
門
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
功
労

賞
の
寺
田
昭
治
さ
ん
、
工
藤
専
次
さ
ん
を

は
じ
め
ス
ポ

ー
ッ
指
導
者
賞
二
名
、
特
別

優
秀
選
手
賞
五
名
、
特
別
優
秀
賞
一
団体
、
 

優
秀
選
手
賞
十
三
名
、
優
秀
賞
二
団
体
、
 

奨
励
賞
四
十
六
名
、
十
三
団
体
が
受
賞
さ

れ
、
文
化
部
門
で
は
九名
三
団
体
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

（
受
賞
者
は
次
のと
お
り
）
 

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

工
藤
専
次
さ
ん
（
み
ど
り
町
）
 

当
市
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
一
般
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
等
で
、
協
会

事
務
局
長
と
し
て
大
会
誘
致
・
運
営
等
に

手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
五
十
二
年
の
「
あ
す

な
ろ
国
体
」
で
も
競
技
運
営
責
任
者
の
一

人
と
し
て
大
会
成
功
に
貢
献
さ
れ
る
。
 

現
在
、
五
所
川
原
市
体
育
協
会
会
長
指

名
理
事
。
 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
成
田
進
（五
一高
・
広
田
）
 

◇
相
撲
 
葛
西
孝
彦
（相
撲
協
会
・
漆
川
）
 

◇
柔
道
 
藤
田
博
臣

（
東
海大
学
四
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
毛
利
武
（
五
一高
二
年
）
 

長
谷
川
圭
一
 （
同
三
年）
藤
本
牧
子
（
同

三
年
）
三
浦
裕
美

（
同
三
年）
 

ス
ポ
ー

ツ
優
秀
 

選
手

賞
・

個
人
 

◇
柔
道
 
羽
場
明
（
五
三
中
三年
）
工
藤

祐
司
（
青森
山
田
高
二
年
）
太
田
康
博
（東

海
大
相
模
高
三
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
泉
谷
圭
吾

（
五
一高
三

年
）
斎
藤
美
雪
（
同三
年
）
前
田
聖
仁
（
同

三
年
）
米
塚
直
美
（
同
三
年
）
 

◇
相
撲
 
小
松
大
也
（
五
農
高
二
年
）
増

田
匡
紀
（
同
二
年
）
黒
滝
有
志
（
同
三
年
）
 

田
中
光
輝

（
市相
撲
協
会
）
 

◇
卓
球
 
神
健
介

（
明
治K
三
年
）
渡
漫

将
人
（
早
稲
田
大
三
年
）
 

ス
ポ

ー
ツ
 

優
秀

賞
・
団

体
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
一
高
少
林
寺
拳
法
部
 

男
子
部
 

◇
相
撲
 
五
農
高
相
撲
部
 

日
々

の
精
進
を

称
え

て
 

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
●
文
化
奨
励
賞
表
彰
式
 

ス
ポ

ー
ツ
特
別
 

優
秀

賞
・
団
体

」
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
一
高
少
林
寺
拳
法部

女
子
部
 

『
ス
ポ

ー
ッ
功
労

賞
 

◇
柔
道
 

寺
田
昭
治
さ
ん

（石
岡
）
 

永
年
、
西
北
五
管
内
中
学
校
に
勤
務
さ

れ
各
校
で
柔
道
部
を
指
導
。
青
少
年
の
健

全
育
成
と
柔
道
の
普
及
発
展
に
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
た
。
 

五
所
川
原
柔
道
界
副
会
長
十
七
年
、
同

会
長
六
年
、
市
体
育
指
導
委
員
二
十
四
年

等
を
歴
任
、
現
在
は
五
所
川
原
市
柔
道
協

会
名
誉
会
長
、
三
道
会
館
運
営
員
会
副
会

長
を
務
め
る
。
 

ス
ポ

ー
ツ
 

奨
励
賞
・
個

人
 

◇
弓
道
 
井
上
美
和
子

（
五高
三
年
）
小

山
内
キ
ョ
エ
（
五
所
川
原
弓
道
会
）
 

◇
銃
剣
道
 
荒
谷
俊
介

（
五小
六
年
）
一
一
一

浦
康
博

（
同六
年
）
 

◇
柔
道
 
太
田
隆
介

（
松
島
小
二
年）
野

呂
瞳

（
五三
中
二
年
）
小
枝
孝
太
（
同
三

年
）
奥
寺
一
貴
（
青
森
山
田
高
二
年
）
佐

藤
誠

（
同三
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
岩
山
和
正

（
中央
小
五

年
）
成
田
雄
太
（
栄
小
六
年）
田
戸
岡
和
 

（
五
工高
ニ
年
）
寺
山
雅
臣

（
同一
一
年）
 

中
谷
健
二

（
同
二年
）
成
田
直
樹
（
同
一
一

年
）
新
岡
鉄
也
（
同
二
年
）
栗
田
さ
や
か
 

（
同三
年
）
瓜
田
瞳

（
五
一高
一
年
）
川

村
真
奈
美

（
同
一
年）
柴
谷
有
美
（
同
一

年
）
長
内
潤
子
（
同二
年
）
三
浦
麻
美
（
同

一
年）
江
良
学

（
同三
年
）
寺
田
学

（
同

二
年）
小
笠
原
智
幸

（
同三
年
）
田
中
勝

章

（
同
三
年）
 

◇
水
泳
 
橋
本
晶
央

（
五高
二
年
）
木
村

久
子
（
五
所
川
原
水
泳
協
会
）
 

◇
相
撲
 
葛
西
強
英
（
栄
小
四
年
）
白
川

洋
介

（
五農
高
二
年
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ー
ース
 
尾
野
純
二
（
五
所
川

原
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
片
岡
勝
（
同）
 

嶋
口
裕
子
（
同
）
新
出
秀
春
（
同
）
 

◇
卓
球
 
斎
藤
美
一
 （
中央
小
六
年
）
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
 
斎
藤
拓
也
（
五
工
高
1
1
1
 

年
）
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文
化
奨
励
賞
・
個
人
 

ホ＝ッ鵬募」優秀選手賞を 
~IIl 圭 ーさん 

◇
陸
上
 
山
内
朝
子

（
栄
小
六
年）
世
永

恵
美

（
同六
年
）
小
関
由
希
子
（
五
一
中

三
年
）
佐
々
木
和
子
（
五
三
中
三
年
）
木

村
梢
恵

（
青森
山
田
高
二
年
）
伝
法
敦
子
 

（
同
三年
）
小
田
桐
昭
恵
（
五
工高
三
年
）
 

佐
藤
正
孝

（
同三
年
）
赤
石
健
人

（
五高

一年
）
工
藤
淳

（
梅泉
小
学
校
講
師
）
 

ス
ホ
ー

ツ
 

《
 

奨
励

賞
・

団
体
」
 

◇
柔
道
 
剛
柔
舘
藤
田
道
場
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
工
高
少
林
寺
拳
法
部
 

五
一
高
少
林
寺
拳
法
部
女
子
部
・
男
子
部
 

◇
相
撲
 
五
農
高
相
撲
部
 

◇
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
 
五
農
高
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
部
 
五
商
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

◇
卓
球
 
五
一
中
女
子
卓
球
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
 
五
土
高
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
部
 
東
芝
メ
デ
ィ
ア
機
器
ク
ラ
ブ
  
江

◇
書
道
 
原
田
兼
治

（
豊友
書
道
会
）
鰐
 

良
産
業
ク
ラ
ブ
 

田
則
昭
（
山
上
書
道
院
）
 

◇
野
球
 
五
一
中
野
球
部
 

◇
短
歌
 
野
呂
富
枝

（
津
軽ア
ス
ナ
ロ
短
 

◇
陸
上
 
五
工
高
陸
上
競
技
部
 

歌
会
）
山
谷
久
子
（
同）
開
米
藤
枝
（
同
）
 

関
喜
代
栄
（
五
所
川
原
短
歌
会
）
 

◇
エ
作
 
小
野
唯
子
（
藻
川
小
三
年
）
 

◇
標
語
 
菊
池
ひ
と
み
（
五
三
中
一
年
）
 

◇
ポ
ス
タ
ー
 
上
見
美
代
（
五
一
中
一
年
）
 

文
化
奨
励
賞
・
団
体
 

◇
合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

◇
放
送
 
五
所
川
原
高
等
学
校
放
送
部
 

◇
将
棋
 
日
本
将
棋
連
盟
五
所
川
原
支
部
 

ニ
月
士
一
百
、

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

五
所
川
原
に
お
い
て
第
四
十
三
回
優
良

商
工
従
業
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
市
内

事
業
所
に
勤
め
る
四
十
六
名
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
日
頃
の
業
務
（
の
献
身
的

な
努
力
に
対
し
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

受
賞
者
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

（
受
賞
者は
次
の
と
お
り
）
 

〇
三
十
年
以
上
勤
続
 

日
本
商
工
会
議
所
表
彰
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
表
彰
 

・
楼
井
木
工
所
勤
務
 

秋
田
谷
政
 

o
一
一十
年
以
上
勤
続
 

東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
表
彰
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
表
彰
 

・

囲
五
所
川
原
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
勤

務
 
対
馬
剛
光
 
桜
庭
与
樹
明
 
奈

良
一
雄
 

・

興
慎
メ
リ
ヤ
ス
囲
五
所
川
原
工
場
勤

務
 
小
林
昭
 
工
藤
清
隆
 
岩
測
裕

藤
田
和
子
 
戸
村
ア
イ
子
 
伊
藤
ま
 

「
急
 
片
岡
ユ
リ
子
 
清
野
友
子

佐
藤
公
治
 

・

囲
蚤
佐
々
木
呉
服
店
勤
務

木
村
光
子
 

・

囲
ホ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
ナ
リ
コ

ー
 

村
田
実
 

〇
十
年
以
上
勤
続
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
表
彰
 

・

丸
中
五
所
川
原
中
央
水
産
岡
勤
務

番
場
度
 
中
川
正
人
 

・

興
慎
メ
リ
ヤ
ス
囲
五
所
川
原
工
場
勤

務
 
前
田
竜
哉
 
台
丸
谷
梅
子
 

・

囲
津
軽
富
士
見
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
勤
務

斉
藤
シ
マ
 

・

青
森
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
囲
勤
務

伊
藤
誠
 
小
田
桐
直
子
 

・

囲
ホ
ン
ダ
セ
ン
タ
ー
ナ
リ
コ
ー
勤
務

成
田
勇
 
奈
良
清
樹
 

・

園
東
北
ビ
ル
清
掃
管
理
勤
務
 

鈴
木
陸
奥
子
 
成
田
八
代
重
 
須
 

郷
紀
子
 
畑
山
京
子
 

・

同
サ
ン
コ

ー
資
材
勤
務
 

沢
田
敬
子
 

・

井
戸
端
勤
務
 

関
美
子
 

〇
五
年
以
上
勤
続
 

・

マ
ル
ス
イ
囲
勤
務
 

木
村
直
樹
 

・

同
田
中
会
計
管
理
サ
ー
ビ
ス
勤
務

三
浦
寿
子
 
笠
井
ひ
と
み
 

・

園
あ
ら
せ
き
環
境
設
備
勤
務

境
等
 

・

渡
辺
商
店
勤
務
 

佐
藤
百
合
子
 

・

園
東
北
ビ
ル
清
掃
管
理
勤
務

平
山
和
子
 
成
田
史
代
 

・

園
西
北
警
備
会
社
勤
務
 

笠
井
健
一
 
須
藤
誠
一
 

・

楼
井
木
工
所
勤
務
 

福
島
幸
一一一
 

・

同
プ
ロ
ワ

ー
ク
勤
務

太
田
美
代
子
 
江
良
明
彦
 

・

税
理
士
嶋
谷
敏
事
務
所
勤
務

打
越
学
 

・

日
本
団
体
生
命
岡
五
所
川
原
営
業
所

勤
務
 
白
戸
智
昭
 
田
中
ひ
と
み

小
野
咲
子
 

一し
く
ろ
》
つ
さ
ま
で
し

た
 

こ
れ
か
～
りも
ー
し
活
躍
を
ノ

・
 

第
四
十
三
回
優
良
商
工
従
業
員
表
彰
式
 

「いろいろなことがあっ

たが、ただ一生懸命やっ

てきただけです。30年間

毎日弁当を作ってくれた

妻に感謝したい」 

30年以上勤続表彰者の

秋田谷政ニさん 
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三
月
十
日
（
火
）
か
ら三月
1
七
日
 

（火
）ま
で
の
八
日
間
、窓
枠
工
事
の

た
め
休
館
さ
せ
て
い
た
だき
ま
す
。
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・
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》
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】
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叫
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コ
 

市
図
圭
白
館
か
、
りの
 

お
知
、
りせ
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~ 若者交流パーティーで愛・ふれ愛。めぐり愛 
~ 	 ～あなたも参加してみませんか～ ~ ーーーーにあなたも参茄にて芸ま菅えぶr'- 
§  

造言謬に姦姦 30--- ⑨女性の方、大歓迎 

~ 参加料 1.  000円（当日持参願レ、ます）ー 食べ放題、  飲み放題  

I 申し込み期限 3月 3 日（火） 	力ラオケ、各種ゲームなど 

I 申し込み先 市農業委員会（内線 	景品等もあるよノー 申し込み先 市農業委員会（内線 	景品等もあるよノー 

242）又はお近くの農協へ 

主 催 五所川原市農業者年金協会・市農業委員会 
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I 
I 
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I 

くるみ園（老人ホーム） 

入所者作品展示会 
I と き 3月 1 、）口 （日） 

10 : 0 0--1 5: 00 
ところ 養護老人ホー ムくるみ園 I 

一 讐些参165-1) I 
=＝展示作晶を即売い11：しますー= I 
当日は、食堂で模擬店（2どん、I 

生そは・ ケーキセッ ト） を開いて I 
才う？ます一。 	 I 

L煮きこ薫讐ミ讐’。とミこ薫ととゴ  

青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
エ
業
団
地

漆
川
 

企
業
誘
致
の
た
め
 

中

情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
 

商
工
振
興
課
内
線

三
八
一
L

‘
『
 

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が

当
工
業
団
地
は
、
若
年
層
の
地
元
定
 
o
給
水
及
び
電
力
 
ら

ス
キ
ー
が
学
べ
る
親
子
ス
キ
ー
教
室
が

着
や
市
民
所
得
の
向
上
、
季
節
労
働
者
 
上

水
道
→
布
設
済
 
電
力
→
布
設
済
 
二
月
七
日
・
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

の
解
消
を
図
る
た
め
、
外
部
か
ら
の
企
 
排
水
→

自
己
処
理
後
松
野
木川
（
放
流
 

今
年
は
、
毘
沙
門
牧
場
に
新
設
さ
れ
た

業
誘
致
だ
け
で
な
く
地
場
企
業
の
方
々
 
〇
指
定
地
域
 

フ
ア
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
と
神
山
ス
キ

ー
場
 

に
も
分
譲
し
て
い
ま
す

0
 

①
農
村
地
域
土
業
等
導
入
促
進
法
に
 
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
汗
を
か
き
な
が
 

現
在
稼
働
中
の
工
場
が
老
朽
化
、

も
 

よ
る
工
業
導
入
地
区
 
ら

ス
キ
ー
技
術
上
達
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
 

し
く
は
狭
隣
等
で
新
規
又
は
増
設
を
検
 

②
工
業
再
配
置
促
進
法
に
よ
る
特
別

討
さ
れ
て
い
る
地
場
企
業
の
事
業
主
の
 

誘
導
地
域
 

皆
さ
ん
、
是
非
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 
③
高
度
技
術
工
業
集
積
地
域
開
発
促
 

〈
エ
業団
地
概
要
説
明
〉
 

進
法
に
よ
る
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
 

o
導
入
業
種
 

④
半
島
振
興
法
に
よ
る
半
島
振
興
対

電
気
機
械
器
具
製
造
業
、
 一
般
機
械
 

策
実
施
地
域
 

器
具
製
造
業
、
食
料
品
製
造
業
、
そ
の
 
〇
分
譲
価
格
 
三
万
四
千
円
前
後
／
坪

他
の
製
造
業
、
道
路
貨
物
運
送
業
、
こ
 
〇
分
譲
面
積
 
基
本
的
に
は
九
百
坪
で

ん
包
業
、
卸
売
業
、
倉
庫
業
 

あ
る
が
、
三
百
坪
で
も
分
譲
可

〇
優
遇
措
置
 

①
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
 

②
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
 

③
工
場
用
地
取
得
助
成
金
 

④
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
等
企
業
導
 

入
促
進
資
金
貸
付
 

水
環
境

の
 

保
全
に

努
力
 

日
立

東
部

セ
ミ
コ
ン
ダ

ク
タ

が
表
彰

さ
れ
ま
し

た
 

水
環
境
保
全
の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た

事
業
所
を
表
彰
す
る
「
県
ア
ク
ア
フ
レ
ツ

シ
ュ
・
ブ
ル

ー
マ
ー
ク
表
彰
制
度
」
の
表

彰
式
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
当
市
誘
致
企

業
で
あ
る
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
津

軽
工
場
（
常
松
政
養
工
場
長
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
社
の
水
質
管
理
が
良
好
で

あ
る
こ
と
、
排
水
汚
泥
を
セ
メ
ン
ト
材
料

に
再
利
用
し
て
い
る
等
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

ど
う
も
あ
リ
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

親
子
ス
キ
ー
教
室
 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
 

ス
キ
ー
も
上
達
 

曾
意
の
花
かG

議
 

はやく上手になりたいな／ 

⑥
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
松
沢
永
八
郎
さ
ん
（川
山
字
森
内
三
〇
一
二
〇

）目
寄
贈
（
冷
温水
兼
用
器
一
台
）
。
 

⑥
市
図
書
館
（
 

〇
み
ち
の
く
銀
行
労
働
組
合
（
岩
岡
高
徳
執
行
委
員
長
）
目
寄
贈
（
図
書
券
二
十
万

円
分
）
 



「お
体
に
気
を
つ
け
て
 

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

ー
成
田
市
長
が

激
励
の
た
め
訪
問

ー
 

株式会社富士交通研究所東長崎事業所の皆さん 
（東京都豊島区） 

上建設株式会社高坂作業所の皆さん 
（埼玉県東松山市） 
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株式会社文理戸田営業所の皆さん 
（埼玉県戸田市） 

二
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
郷

里
を
離
れ
て
家
族
の
た
め
働
か
れ
て
い
る
方

々
を
激
励
す
る
た
め
、
成
田
市
長
が
東
京
都

な
ど
の
事
業
所
四
社
を
訪
間
し
ま
し
た
。
 

‘
訪
間
先
で
は
、
市
長
か
ら
郷
里
の
近
況
が

話
さ
れ
、
特
に
雪
の
話
題
で
は
 
「今
年
の
雪

の
量
は
ど
う
か
」
、
「自
分
が
い
な
く
て
、
屋

根
の
雪
下
ろ
し
が
心
配
だ
」
 
と
郷
里
に残
し

て
き
た
家
族
を
心
配
す
る
声
も
皆
さ
ん
か
ら

聞
か
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 「職
場
環
境
は
ど
う
で
す
か
」
 
と

い
う
質
間
に
、
「同
じ
五
所
川
原
出
身
者
で
、
 

気
心
が
知
れ
た
仲
間
ば
か
り
」
、
「家
庭
的
な

環
境
で
仲
良
く
働
い
て
い
る
」
と
元
気
に
答

え
ら
れ
、
就
労
先
の
各
事
業
所
か
ら
も
、
五

所
川
原
の
人
は
明
る
く
楽
し
く
仕
事
さ
れ
、
 

真
面
目
で
頑
張
っ
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て

任
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

お
み
や
げ
と
し
て
持
っ
て
い
っ
た
、
文
集
 

『津
軽
っ
子
』
を
見
な
が
ら
家
族
の
こ
と
を

思
い
だ
し
、
懐
か
し
ん
で
い
た
皆
さ
ん
は
、
 

も
う
ー
つ
の
お
み
や
げ
市
特
製
「
立
侵
武
多

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
」
を
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ

る
と
、
 「早
速
家
族
に
電
話
し
な
け
れ
ば
」
 

お
父
さ
ん
の
、
お
仕
事
は
ど
う
で
す
か
。
 

か
ぜ
を
ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

ち
ゃ
ん
と
お
仕
事
や
 

い
ろ
ん
な
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

僕
た
ち
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

お
父
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
に
 

僕
と
弟
が
お
母
さ
ん
を
守
り
ま
す
。
 

だ
か
ら
お
父
さ
ん
は
、
 

心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

僕
た
ち
は
、
帰
っ
て
く
る
の
を
 

待
っ
て
い
ま
す
。
 

僕
た
ち
は
待
っ
て
る
か
ら
ね
。
 

ー
 
東
京
に
い
る
お
父
さ
ん
へ
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
市
長
か
ら
「
家
族
が

一
緒
に
い
ら

れ
る
よ
う
郷
里
に
も
働
く
場
を
つ
く
る
た
め
、
 

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
、
「事

業
所
に
は
季
節
従
業
員
の
皆
さ
ん
が
安
全
で

明
る
く
就
労
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
 

と
述
べ
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
気
遣
い
つ
つ
訪

間
を
終
え
ま
し
た
。
 

株式会社手塚製本所の皆さん 

（東京都新宿区） 

5 平成10年3月1日 



ともに支え合う 男女共同参画社会をめざして ⑩ 男女共同参画社会をめざして O 

ここで今の女性がどんな考えを持っているか、 「男女共同

参画社会に向けてし のフォーラムに参加した三人の会話に耳

を傾けてみましょう。 

B 「今日××先生の講演を聴いてきたけど、 あ

らためて目が覚めた気がしたわ」 

C 「そうね、不I、達が日頃から感じていたことで、 

うまく表現できなかったものを先生はきち

んと整理され、問題提起されていたものねoJ 
A 「意識改革っていうけれど、確かに 近個人

レベルでの意識が変わりつつあるのかなっ

て思うときがあるわ。けど、世間一般にはま

だまだ女性は家庭っていう傾向は強いよね」 

B 「 近では家庭内で女性の立場が強くなったというメ、もいるけど、社会

的に女‘I生の声が反映されることはまだまだ少ないわね。 私達がもっと

積極的になるべきだし、男性も仕事ばかりでなく他にもっとゆとりを

持った生き方をして欲しいわ」 

C 「でもさ、男性が家事や育児、サークル活動なんかの地域活動をしたく

ても現実的にはなかなか出来ないんだよね。 『男は仕事、女は家庭』 

という意識のもと高度経済成長時代を過ごしてきて、社会システムも

少しは整備されてきたけれども、 まだまだこれからだよね」 

A 「そう、男性が仕事を途中で抜けて家事や育児をしたら、会社では ら士

事は二の次かノ奥さんに任せておけ』 なんて言われかねないも（7カ 

C 「これからはもっと子供の授業参観だとか、熱を出した時なんかは仕事

を休むことは認められるだろうけど、ただ育児のために休むなんてこ

とはむずかしいでしょうね。 ましてや育児休暇で一年も休むなんて」 

A 「やっぱり保育や介護施設の整備、制度の充実だとかそういった点の検

討を抜きには考えられないわね。 男性も積極的に家事・育児に参加でト

きる制度の活用、意識の改革が！必要ね」 

B 「そうね、やはり男女の意識改革とともに、今ある制度をきちんと活月1 
できることが重要ね」 

三人 「なかなか大変だね。 だけど私達女性もそれぞれの立場で頑張って行

かなく ちゃ．ク」 

	 やさしさのあるまちを  
～社会システムの改革と男女意識の啓発～ 

男女共同参画社会を実現するためには、意識の啓発ととも

に法律や社会制度の改革も同時に必要になってきます。 この

二つが密接に結びつき、同時進行させることで私達が目指す

べき社会へ進んで行かなければなりません。 

三人の会話についてあなたはどう思いましたか。 現在、既に男女 

雇用機会均等法、育児休業制度などがありますが現状ではあまりI舌 

かされているとはいえません。 このような制度を活用するためには 

女性自身も 「控えめに、主張せず」 「家事、育児等は女性の仕事」 

といったこれまでの価値観を変えていかなければなりません。 

※皆さまのご意見をお待ちしております。 はつらつ女性課 内線 2 3G護麟麟麟 

平成10年 3月 1日 6 



一
 

市
史
編
纂
だ
よ
り
 

五
所
川
原
商
人
の
源
流
だ
っ
た
須
恵
器
作
り
 

自
然

・
原
始
・
古
代
・
中
世
部
会
 
半
 

沢
 

（
町
 

紀
 

昨
年
、
津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組

合
（
以
下
金
山
焼
と
い
う
）
が
主
催

し
た
、
日
本
最
北
の
登
窯
 
「鞠
ノ
沢

窯
」
 
の
復
元
焼
成
事業
の
成
功
と
、
 

前
田
野
目
地
区
で
新
発
見
さ
れ
た
犬

走
須
恵
器
窯
跡
発
掘
調
査
の
実
施
に

よ
っ
て
、
に
わ
か
に
五
所
川
原
産
の

須
恵
器
が
脚
光
を
あ
び
る
よ
う
に
な

っ
た
。
 

金
山
焼
に
よ
る
事
業
の
目
的
は
、
 

過
去
の
焼
成
技
術
に
習
い
自
分
た
ち

の
技
術
ァ
ッ
プ
と
、
あ
わ
せ
て
講
演

会
と
須
恵
器
を
作
る
集
い
を
実
施
し
、
 

郷
土
の
文
化
財
愛
護
思
想
の
普
及
を

図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
復
元
焼
成
事

業
は
見
事
に
成
功
し
、
講
演
や
須
恵

器
を
作
る
集
い
も
盛
況
を
き
わ
め
、
 

当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
 

一
方
、
犬
走
窯
跡
発
掘
調
査
は
、
 

手
弁
当
・
無
報
酬
・
交
通
費
自
己
負

担
と
い
う
三
拍
子
揃
っ
た
ま
っ
た
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
発
掘
の
実

施
で
あ
っ
た
が
、
東
北

・
北
海
道
か

ら
多
く
の
関
係
者
が
来
五
さ
れ
、
素

晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
 
 

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
工
藤
清
泰
さ

ん
の
監
修
に
よ
る
 
「前
田
野
目
須
恵

器
窯
跡
群
へ
の
検
証
」
が
先
の
広
報
 

（
八
九〇
・
八
九
一
号
）
で
連
載
さ

れ
た
の
で
省
略
す
る
が
、
検
出
さ
れ

た
窯
跡
と
出
土
し
た
遺
物
は
、
当
市

の
宝
物
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
 

間
違
い
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
 

さ
て
、
私
の
属
す
る
北
奥
文
化
研

究
会
で
は
そ
れ
よ
り
も
前
に
五
所
川

原
産
の
須
恵
器
の
重
要
性
を
認
め
、
 

独
自
に
研
究
部
会
（
以
下
須
恵
研
と

い
う
）
を
設
け
地
道
な
勉
強
を
継
続

し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、偶
然

に
重
な
る
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
そ

れ
ら
の
事
業
に
、
私
た
ち
須
恵
研
が

か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
特

に
金
山
焼
の
主
催
し
た
講
演
内
容
を

活
字
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
テ

ー
 

プ
起
こ
J
か
ら
、印
刷
の
手
配
、最
終

的
に
は
印
刷
費
用
の
捻
出
ま
で
私
た

ち
須
恵
研
が
担
当
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
 

講
演
は
、
青
森
大
学
教
授
・
青
森

大
学
考
古
学
研
究
所
・
弘
前
大学
名

誉
教
授
の
村
越
潔
先
生
で
、
演
題
は
 

犬走須恵器鉢 

「青
森
県
の
須
恵
器
」
 
であ
っ
た
。
 

そ
の
内
容
は
、
根
本
的
な
「
す
え
き
」
 

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
、
 

ル
ー
ツ
、
そ
の
供
給
先
な
ど
、
実
に

多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
犬
走
須
恵
器

窯
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 

私
た
ち
は
こ
の
小
冊
子
に
『
五
所
川

原
産
の
須
恵
器
（
古
代
北
日
本
の
流

通
経
済
を
左
右
し
た
焼
き
物
）』
と

い
う
表
題
を
つ
け
た
。
こ
の
小
冊
子

は
、
内
容
的
に
多
少
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
話
J
言
葉
で
書
か
れ
て

い
る
た
め
、
誰
に
で
も
読
み
こ
な
す

こ
と
が
で
き
、
五
所
川
原
産
の
須
恵

器
を
知
る
た
め
の
最
も
分
か
り
や
す

い
専
門
書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

実
は
、講
演
さ
れ
た
村
越
先
生
は
、
 
 

青
森
県
に
お
い
て
考
古
学
の
最
高
権

威
者
で
あ
り
、
し
か
も
考
古
学
関
係

の
た
だ
一
人
の
大
学
教
授
の
肩
書
を

持
つ
方
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

方
が
五
所
川
原
産
の
須
恵
器
に
つ
い

て
語
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
お
そ

ら
く
最
初
に
し
て
最
後
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
 

こ
の
小
冊
子
そ
の
も
の
も
当
市
の
宝

物
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

も
い
る
。
と
に
か
く
一
読
を
お
薦
め

し
た
い
。
 

と
こ
ろ
で
、
当
市
前
田
野
目
地
区

は
古
代
か
ら
焼
き
物
作
り
が
盛
ん
な

地
域
で
あ
り
、
同
地
区
に
は
実
に
十

七
基
も
の
須
恵
器
の
窯
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
江
戸
時
代
の
中
頃

に
な
っ
て
、
弘
前
城
下
に
開
窯
し
た

平
清
水
千
良
焼
の
土
が
前
田
野
目
か

ら
運
ば
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
 

当
地
が
昔
か
ら
焼
き
物
作
り
に
適
し

た
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の

で
あ
る
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
産
の
須
恵
器
の

供
給
先
は
、
秋
田
県
大
館
市
と
岩
手

県
久
慈
市
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
を
南
限
と

し
、
青
森
県
は
全
域
、
北
は
北
海
道

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
近
辺
に
ま
で
運
ば
れ

て
い
た
こ
と
も
こ
の
小
冊
子
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

五
所
川
原
市
は
昔
か
ら
商
人
の
町
 

と
し
て
知
ら
れ
、多
く
の
豪
商
・豪
農

の
栄
枯
盛
衰
が
語
ら
れ
て
き
た
。
と

く
に
、
布
屋
・
布
嘉
が
有
名
で
、
彼
ら

の
存
在
が
 
「五
所
川
原
商
人
」
の
名

を
県
下
に
轟
か
せ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
実
は
、
そ
れ
以
前
に
、
 

今
か
ら
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
千
年
前
、
 

五
所
川
原
市
前
田
野
目
周
辺
に
は
、
 

須
恵
器
づ
く
り
の
一
大
コ
ン
ビ
ナ

ー
 

ト
が
存
在
し
、
し
か
も
五
所
川
原
の

古
代
人
は
日
本
海
交
易
を
利
用
し
、
 

北
日
本
の
流
通
経
済
を
左
右
す
る
ほ

ど
の
活
躍
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
私
は
、
五
所
川
原
商
人
の

源
流
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
 

須恵器の講演会風景（中央が村越先生） 
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アルミ缶 

人 

スチール缶 

勿四
月
一
日
か
ら
全
世
帯
対
象
 

空
馴
価
ク
国
w
切
歩
寄
ク
ル
婦
ま
る
 

四
月
か
ら
の
空
き
缶
の
回
収
リ
サ

イ
ク
ル
に
向
け
、
市
内
二
十
数
か
所

の
会
場
で
懇
談
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
貴
重
な

意
見
な
ど
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
の
、
代
表
的
な
も
の
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
 

質
間
1
 
な
ぜ
、
今
リ
サ
イ
ク
ル
が

必
要
な
の
か
？
 

答
）
当
市
の
ご
み
排
出
量
は
予
想
を

上
回
る
勢
い
で
増
え
続
け
、
こ
の
ま

ま
で
は
最
終
処
分
場
の
寿
命
が
当
初
 
 

よ
り
大
幅
に
短
く
な
る
こ
と
か
心
配

さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
早
急
な
ご
み
の
減
量

化
対
策
が
必
要
と
な
り
空
き
缶
の
回

収
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
減
量
化
を

進
め
ま
す
。
 

当
初
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
は
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
の
空
き
缶
の
み
で
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
ほ
か
の
缶
も
対
象

に
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
、
缶

詰

・
ミ
ル
ク
缶
・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

も
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
開

け
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 
 

質
問
2
 
空
き
缶
を
リ
サ
イ
ク
ル
に

出
す
時
は
ど
の
よ
う
に
出
す
の
で
す

か
？
 

答
）
従
来
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
か
ら

空
き
缶
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
に
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

空
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア

ル
ミ
缶
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
 

ア
ル
ミ
缶
の
表
示
が
無
い
も
の
は
す

べ
て
ス
チ
ー
ル
缶
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

缶
は
つ
ぶ
し
て
も
、
つ
ぶ
さ
な
く
て

も
出
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

質
間
3
 
懇
談
会
の
ほ
か
に
ど
の
よ
 

5

市
民
と
語
る
 

リ
サ
イ
ク
ル

；
 

懇
談
会

5
 

う
な
P
R
活
動
を
行
う
の
か
？

答
）
各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
程
・

注
意
事
項
な
ど
を
記
載
し
た
ポ
ス
タ
 

ー
を
配
布
し
ま
す
。
 

ま
た
、
い
つ
で
も
要
請
が
あ
れ
ば

直
接
ご
説
明
に
伺
い
ま
す
。
 

質
問
4
 
空
き
缶
を
収
集
す
る
際
に

指
定
袋
で
は
な
く
、
各
集
積
場
に
カ

ゴ
を
置
く
方
法
な
ど
が
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
か
？

・
 

答
）
除
雪
問
題
や
カ
ゴ
の
管
理
な
ど

の
課
題
が
残
り
、
指
定
袋
に
な
り
ま

し
た
。
 

質
間
5
 
一
般
家
庭
以
外
の
会
社
、
 

商
店
な
ど
の
事
業
か
ら
出
る
空
き
缶

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

答
）
本
来
で
あ
れ
ば
事
業
系
の
ご
み

は
出
せ
ま
せ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
図
る
た
め
 
「リ
サ
イ
ク
ル
に

協
力
す
る
資
源
ご
み
（
空
き
缶
）」
は

回
収
し
ま
す
。
き
ち
ん
と
分
別
し
て

一
般
の
集
積
場
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

質
間
6
 
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
ご
み

を
出
し
た
場
合
は
？
 

答
）
ご
み
袋
を
指
定
し
た
時
と
同
じ

く
、
収
集
し
な
い
方
針
で
す
。
 

質
間
7
 
拾
っ
た
空
き
缶
な
ど
は
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
？
 

答
）
拾
っ
た
空
き
缶
で
汚
れ
の
ひ
ど

い
も
の
や
、
腐
食
し
た
缶
に
つ
い
て

は
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

、

ー
 

資
源
ご
み
回
収
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
る
、
 「空

か
ん
鳥
」
・
 
「補
助
金
制
度
」
 

の
う
ち
空
き
缶
に
つ
い
て
は
、
 

四
月
一
日
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
実

施
に
伴
い
、
見
直
し
を
行
い
ま
 

す
。
 

環
境
係
 廿

二
三
一
 

／
 

、
 

覚えていますか 

このマーク 

月・アルミ缶とスチール缶では、 

リサイクルの方法が違います。 

	~ 	j 
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rいま‘じた． 

露纂黙薫贈調査更結果葱灘矢 
二て二ニジジ三誉ぎ誓,響灘都市開発課「堰替丙練言吃「 

コミュニニティセンターをはじめ市内 16か所 

―住 	所 L巾 	丙 市 	外 県 	外 未 記 人 合 
回答者数 ~  282人 34人 3 人 3 人 322人 

耳勾戎 9年 1 2月 7 日から平局え 1 0年1月 1 5 日 実施期間 

実施場所 

集計結果 

民謡の好きな方、勉強してみ、たい方、 二叫ぐ

線に合わせて腹の底から謡ってみたい方を募

集しています。 

＞対象者 どなたでも

ン練習日時 毎週木曜日 19 : 00-.-21 : 00 

ン練習場所 市中央公民館 3 階和室

レ問い合わせ 長尾武一（指導者） 

容 35 一 337 1 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
甘1「覇ミ県 内 五所川原警察署管内 

発牛 4
+
 
8
9
 
1
3
 

、
ノ
 

く
  

[
 
i
1
  

1
+
  
‘
、
 
、

ノ
 

タピ名 5 
(-1) 

+
 
1

1
  傷者 

く
 

+
 
5

1
 
8

2
 
5

8
 

、ノ
  

+
 
6

1
 
2

1
  ( ）内は、前年対比 

五戸斤川原市交通安全対策協議会 
五 所 川 j京 警 察 署 

運転はゆったりハートに しっかりベルト  

毎月1日は、県民交通安全の日 

、× 

親子で見に来てね！ 

（平成10年 
2 月19日現在） 

」 
I 

二議 13tP& e?t 
《W’あなたにとって大切な人は誰ですか マ

ミュージカル劇団イッツ・フオーリーズ公演

と き 3月 1 7 日（火） 18:30 

ところ オルテンシア 大ホール

入場料 今回は特別会員券（3,000円 

4歳から）で入場できます。 

ミュージカル 

都市と自然の調和した、 2 1世紀のまちづく りを推進していくために、現在、市では緑の

将来像としての「緑の基本計画」を策定しています。 この計画の前段として、市の現状の

緑に関するアンケート調査を実施し、多くのご意見、 ご要望などをいただくことができま

した。ご協力ありがとうございました。 

今後、いただいたご意見、 ご要望を活かし、計画の基本方針、緑地の保全及び緑化の目

標、緑化推進土也域など市民生活iに密着した市の緑の将来像を作J戎し、後日市広報などでお

知らせすーる予定です。 

ー緑に関するアンケートの集計結果からー 

《緑（公園・緑地）の在り方について》 

緑を増やしていくために何に力を入れ、 ま

たどこに増やしていくべきかなどについても

幅広いご意見をいただきましたので一例をご

紹介します。 

1 郊外に市の顔となる大規模公園の整備を

望む 

2 住宅地内にミニ公園の整備を望む 

3 市街地内での公園・緑地の整備を望む・ 

4 公共の場（公園・道路・学校・役所など） 

にもっと緑を増やしてほしレ、 

5 駅周辺共可工場などの事業施設に緑を増や

してーほしレ、 

（例）緑を守り増やしていくために、 どんな

場所に力を入れるべきだと思いますか。 

単位】％ 	' 

62.1 
迫正各一 36.3 

学校・役所などの公共施設~ 35フ 

駅周辺~ 23.6 

工場・会社などの事業施設~ 14D 
個人住宅の庭や道沿い■ 11.5 

その他 I 0.3 
無回答 I 0.9 

園
路

公
道
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Inf⑥rmati⑥n 

第16回 

スポーツ医事相談室 
スホーツドクターの指導・」功巨」を受けてみ

たい方、相診鮮斗は無料ですのでお気軽にご利

用ください。 

と き 3月 19日（木）・ 3 月 26 日（木） 

各 15:OO--17:OO 

ところ 市働く婦人の家 

申し込み方法 3月 1 6 日（月）までに生涯ス

ホーツ課に設置している申込用紙に

記入の上、提出してください。 

主 催 市教育委員会・市体育協会・北五医

師会 

問い合わせ 生涯スポーツ課 内線570 

働く婦人の家ー 
三掌 臣 A、 ノ1、 ＋、 土n , 」11一 
巨丹ノ界 云 V/ OJ 入“ つ に. 

「話は人なり・人生なり」 

～誰とでも自由に楽しく語り合うことが 

できたら・・・。そのヒントはどこに？~ 

と き 3月20 日（金） 18 : 3 0--- 

ところ 市働く婦人の家 3階ホール 

講 師 吉田 登氏（元NHKアナウンサー） 

入場料 無半斗 

共 催 市働く婦人の家利用者会 

五所川原市 

問い合わせ 市働く婦人の家 

合 35-8898 FAX35-8953 

東京ドーム「活彩あおもりウィーク」 
	 出展者の募集 

青森県では平成 l0年 7 月に「文化観光立 

県」を宣言し、これを内外に強く印象づけるた 

め、平成10年1 2月に東京ドームにおいて 

「活彩あおもりウィーク」を開催いたします。 

これに伴い、 （社）青森県物産協会ではイベ 

ント会場での物産販売コーナー出展者を募集 

いたします。 

〇主旨 青森県の魅力や元気の良さを「丸こ 

と青森」 として首都圏の人達にアピー 

ルする。 

〇出展の資格 

①本県物産の生産者 

②販売取扱者で、県物産協会の会員 

③市の推薦があった者で、県物産協会が指 

定した者 

※ 出展者には一定の条イ牛を満たした場合 

同協会より小間料、旅費、宿泊費等の助 

J戎があります。 

〇開催場所 東京ドーム 

〇会期 1 2月 4 日（金）~6日（日） 

〇小間の規格 間口3 .6m×奥行2. 7m 

（これに1i平のストックーヤードがイ寸く） 

〇出展小間料 1小間10万円 

〇申し込み締め切り 3月 1 6 日（月）まで 

〇問い合わせ・申し込み 

観光物産課 内線391 

3月のオルテzシZ催物 S _j_案内うる 33-21 11ター 
又1LYマ云仲'I--刀、タンよJこv力L、をゴ 

穏やかにつつみこむ」 

日 曜日1 催 	物 開 演 入場料 日 曜日 催 	物 開 j寅~ 入場料 

小
 
本
『
 

ー
 

ル
喜
縛
 

只
）
 
 

日
  

第 6回長尾音楽教室 
ピアノコンサート 

13 : 30 無 料 小
ホ

ー
ル
  

25 水
  

桜吹雪スーパー 
セッション 

19 : 00 
前売 

4,500円
当日 

&000円 
15 日

「
 
 

きよみ愛育園こてき 
おゆうぎ発表会 

13 : 00 無 料 
29 日

  

阿部寿子ピアノ教室 
30周年記念発表会 

13 : 00 無 料 

19 木
  

J's アカペラナイト 18 : 30 前売 
乙000円 大

 
ホ
 
ー
 
ル
  

1
  

口
H
  

さっき保育園 
音楽リズム公開保育 

9 】 30 無 料 

20 金
  

土
  

西北五観光フオーラム 13 : 00 無 料 17 火 
五所川原おやこ劇場 

10周年記念例会 
18: 30 一般 

3,000円 

21 親と子供の映画会 
10 : 
13 : 

30 
00 

前売8001 1 
当日900刊 22 日

  

第16回チャリテイー津
軽三味線滝栄会発表会 

9: 30 前売500円 
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「週如時間労働時間制」でコ
ゆとりとヤル気を 

皆様の職場でも、週40時問労働制への移行 

・定着に積極的な取り組みをお願いします。 

なお、10人未満の商業・保健衛生事業及び

接客娯楽業などの特例事業場は、週46時間が

継続されていまーす 

青森労働基準局監督課 容01 77-34-4111 

西北五観光フオーラム 
開催のお知らせ 

奥津軽の観光振興について一緒に考えてみ 

ませーんか。 

◇と き 3 月 20 日（金） 1 3 : 00- 

◇ところ オルテンシア 

（ふるさと交I流圏民センター） 

※ 入場半斗は無料で、事肩永7)申し込みも不 

要です。お気軽にご来場ください。 

⑥テーマ 奥津軽の観光の現状と将来性 

⑥司会者 角 田 J司 氏（金木町在住） 

@）パネ I)スト 大坂・福岡の旅行ェージェン 

トの旅行企画担当者イt」l 

◇主 催 西北五観光物産協議会 

◇共 催 （財）むつ小川原地域 

・産業振興財団

◇問い合わせ 観光物産課 内線391 

税台帳の縦覧を．ノ 

あなたの固定資産を確認してください 
（◇＞縦覧期間 3 月 2 日（月）~ 

3月 20 日（金） 

※ただし、土・日を除く 

く＞縦覧場所 市役所3階 税務課 

◇問い合わせ 税務課 内線422・423 

NHK“ひるどき日本列島” 
の生中継決定 

「太宰治ゆかりの地」 を訪ねて、歌手の

杉§原のぶえさんが五所川原市にやって来ます。 

番組では、小説、津軽に出てくるハイカラな

街、五所川原の市街地をはじめ、津軽凧も紹介

されます。特に津軽凧については、五所川原

津軽凧連合会のみなさんが、大きさ西の内160 

枚（畳16枚）の大凧を揚げたり、 じゃっぱ汁

をかこみながら師靖炎義に花を咲かせる予定に

なっておりますので、是非、御覧になってく

ださい。 

く＞と き 3月 12日（木） 12 : 20-12 : 45 

全国生中継 

く＞ところ 北斗グラウンド 

、マ問い合わせ 観光物産課 内線392 

五所川原市国民健康保険の被保険者証の更新を行います  
～指定日内に更新の手続きを済ませましょう～ 

〔日程表〕 

対象地区（保険証の住所地） 時 間 史新場所 対象地区（保険証のれ所地） 月 	「~ 時 「尚 更新場所 

飯自Ii・ド岩崎 
3月13日 
（金） 

9 : 00- 
12 : 00 

コミュニテイ
センター飯詰 

姥落・稲実‘広田・七ッ館

湊・湊団地・みどり田」 

3月17日 

（火） 

9 】 00-- 
16 : 00 

市役所2階

ロ ビ ー 

梅田・中泉 '/ 9 : 00- 
12 : 00 

梅沢コミュニ
テイセンター 

栄町‘田町・蓮沼・不魚住

ル町・鎌谷町・鳥森・下り枝 3月18日 

（水） 

9 	: 00---- 
16 : 00 浅井・福山・豊成・野里

神山・松野木・戸沢 
'I 13 : 00--- 

16 : 00 
コミュニテイ
センタ一長橋 

八重菊一一ッ谷ー新町・柳町

岩木iIリ・本田」・小曲 

俵ル・馬しf・羽野木沢・高野
持子沢・前田野目 舞舞叫麟雄 

- 

p 13 : 00- 
16 : 00 

コミュニテイ
センター七和 

東町・大町・旭町‘雛田

敷島町rL平井町・中平井町

ド平井町・錦町・幾世森

寺町・柏原町・松島町 

3月19日 

（木） 

9 : 00-- 
16 】 00 

高瀬・鶴ケ岡・藻川 
3 月16日 
（月） 

9 : 00--- 
12 : 00 

コミュニテイ
センター三好 

毘沙門・長富 I, 13 : 00- 
16 : 00 

毘沙門・長富コミ
ュニテイセンタ― 

幾島町・未広町・新宮町 

蘇鉄・芭蕉・川端町・布屋町 3月20日 

（金） 

9 : 00- 
16: 00 金山・水野尾・米田・唐笠柳

石岡・吹畑・漆川・太刀打
野坪 

'I 9 : 00- 
12 : 00 

市役所2階 
ロ 	ビ 一 

新1叫’・長橋橋ル・弥生町

若葉 

期間中に 

更新できなかった人 

（全地区） 

3月22日 

（日） 

9 : 00- 
16: 00 

市役所2階

国保年金課 
田川・種引・川山・沖飯詰
桜田・長橋広野（藤島） 

/, 13 : 00-- 
16 : 00 

※ 各支所地区で指定日に更新できなかった人は、3月20日止午までは各支所で更新でき 

ます。 3月 22 日以降は市役所国保年金課で更新します。 

（⑤問い合わせ 国保年金課 内線2 14 ・2 1 5 番 

11 平成10年3月 1日 	 ヲ〒所川原市役所 りでマに つ 五所川原市役所 合35-2111 



はつらつ女性課内線232・234 

〈お詫びと訂正〉 2月15日号広報11ペー 

ジ、 ミニドック検診のお知らせ個別乳がん検

診料金 無料（誤）- 400円（正）となりますの

で、お間違いのないようお願いします。 

献血の ご案内 
期 日 時 間 場 	 H「 

しきしまコミニュ一ニテイ 
10: Oft--- セ 

3月 4 日 12 : 00 協賛】五所川原市赤十字 

（水） 奉仕団五所川原分団 

13 : 30--- 
15 : 30 西 北 中 央 病 院 前 

3月18日 10 : 00- 日立東部セミコンダクタ 
（水） 15 : 30 株式会社津軽工場 

' 

たんぱく質たっぷりの

メインディッシュ 

~、 五所川原市食生活改善推進員会  

r蒸し五目●肩二」 
畿 

材料（4人分） 

絹豆腐 	100 g 
鶏ひき肉 	30 g 
にんじん 	5g 
ねぎ 	 5g 
しいたけ 	10g 
塩 	 少々 

かたくり粉 小さじ1 
すりごま 小さじ1 
ぎんなん 	4コ 

しょうゆ 小さじ2/3 
だし 	1/4カップ 

かた〈り粉小さじ1/2 
ゆず 	少々 

大豆製品には、大豆

の良質なたんぱく質や

食物繊維がたっぷり含

まれています。 

食物繊維は、肝臓に

負担をかける“便秘” 

の予防にも役立ちます 

5
5
1
0少
 

g
g
g
々
 

×ー一 	ノ 

作り方 

①豆腐は紙タオルに包んで、水切りする。人参、 

ねぎは千切りにし、 しいたけは石付を除き、 

細切りにする。 

②ボールに①と鶏肉、塩、かたくり粉、すりご

まを入れ、よく混ぜ合わせる。まるく形づく

る。上にぎんなんをのせる。 

③沸騰した蒸し器で約10分蒸す。 

④ A を鍋に入れて沸騰させ、水溶きかたくり粉

でとろみをつけて③の上からかける。飾りに

ゆずをのせる。 

インフルェンザの予防対策 
県内学校等において集団かぜの発生が続い

ております。特にお年寄り、子供の場合気管

支炎や肺炎を起こしやすく、唱吐、下痢を繰

り返し脱水症】伏を起こすこともありますので

早めに医師に診てもらいましょう。 

また、今後もインフルェンザの発生が予測 

~ されますので、 うがい、手i先いをきちんとお 

’ こない、人混みを避けるようにしましょう。 

◇こんな症状が出ます 

くD頭が痛し、 

②くしゃみ 	 一 f 
③ゾクゾクする、寒い 1 
④熱がある 

⑤声がかれる 

⑥食欲がない 

⑦首の後ろ、首すじがこる c 
⑧せき、たんが出る 

⑨関節が痛い 

⑩体がだるレ、 

◇インフルェンザの予防接種を実施している 

市内医療機関は次のとおり 

ー  

て 科小児科医院、佐藤内科小児科医院、西北中

央病院、対馬内科小児科医院、冨田胃腸科内

科医院、永田小児科内科医院、増田病院 

（アイウコニオ』頃） 

五所川原市役所 容35- 2111 

f ( 

みんなの健康教室 
◇と き 3 月 27 日（金） 13 】 00- 

く今ところ 市保健センタ- 3階ホール 

◇講 師 奥村 昌 一 先生 

（西北中央病院薬剤部） 

◇テーマ 薬アラカルト 

◇主 催 北五医師会・市民保健協議会 

平成10年 3 月 1日 12 
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